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Abstract

VirulentbacteriophagesspecificｆｏｒＡｅ７ｗ７ｚｏ７ｚａｓｓａ伽o刀加なwereisolstedfromwatersamp‐

les，collectedfromfishfarms，rivers，lakesandmarshesinJapan、Theisolatedphagesdif‐

feredgreatlyinthefinestructureofthevirion，plaquemorphology，spectrumoflytic

action，stabilityandone-stepgrowthcharacteristics・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，Theyhadidentical

serologicalproperties・Basedonthephageproperties，theywereclassifiedinfivegroups，

Grouplphagesconsistedofanelongatedhexagonalheadandatailofcomplexstructure

withacontractilesheath・ThephagesofgroupsⅡ，ⅣａｎｄＶｈadaheadwithahexagonal

outlineandtailwithacontractilesheath・GroupⅢphagesexhibitedahexagonalheadwith

auniqueshorttaiLInthefivegroups，ThephagesbelongingtogroupⅢformedthelargest

clearplaque，wereunstabletoheatingat50℃ｆｏｒ３０ｍｉｎ・andaddingchloroform，and

showedtheshortestoflatentperiodTheyhadapeculiarpropertyinothersofthegroups・

Phagetypingwithpresentativephaｇｅｏｆｅａｃｈｇｒｏｕｐｍａｙｐｒｏｖｉｄｅａｒａｐｉｄａndsenstive

meansofdifferentiati､９Ａ・szz伽o7zjc雌zstrains．

サケ科魚類のせつそう病の原因菌であるＡｇｍ加072“sα加伽c幼菌に感染するバクテリオ

ファージについては，1930年代に最初の報文1,2)を見るが，当時このファージについての‘情

報は少なく，これ以後しばらくは報文がほとんどなかった．PATERSONら3)はカナダ，オン

タリオ州南部のマスふ化場や蓄養池などの水，泥から当該ファージを分離し，それらを形態

的に２型，血清学的に３型に分けて諸性状を報告している．また，POppOFF4-6)は諸外国か

ら収集したＡ、ｓα加o城娩104株を宿主菌としてファージを検索し，３５株のＡ、ｓα加伽Ｃｆ血

一ファージを分離した．そして，それら分離ファージは形態的には３型に血清学的には,0型

に分けられ，それらの宿主域には差異が見られ，代表ファージ８株に対する供試Ａｓα加｡‐

"icjZZ‘zの感受性パターンの違いによって，供試菌を,4の溶菌型に分けうることなどを報告し
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ている．さらにＡ、ｓα加伽C雌zファージ型別の可能性とそのファージ型をＡ、ｓα伽o"ic幼

菌の疫学的調査に利用しうることに言及した．

一方，Ａｓα加0"jc城zはコロニー形態として“smooth"，“rough”と“intermediate'，

（G-phase）の３様を現わし7~9)，しかもコロニー形態の違いによって病原菌力に差異が見

られる'0.'')．また，３様のコロニー形態をもたらすそれぞれの細菌細胞は，それらの細胞壁

に含まれるlipopolysaccharide（ＬＰＳ）が量的，質的に異なっている'０，１２)ことや，それら

LPSはファージの感染能に大きく影響するなどの知見が得られている．このような宿主菌

の微細な生理化学的性状が解明されていくことと相まって，ファージが宿主細胞に吸着感染

する機構に関わる相互作用が分子レベルで検討されつつある．

その後RoDGERsら'5)は，前記のPATERsoNら3)やPopoFF4~6)の研究をさらに進展させ，各

国から収集した93株のＡ、ｓα加伽c肋菌を18株のファージ・セットに対する感受性パター

ンによって27のファージ型に分けた．そして，供試Ａｓａ伽o""ぬのうちイギリスで分離

された57株は３つのファージ型に集中されており，残りの菌株はその他のファージ型に１～

数株ずつ分散所属し，その中で北欧諸国での分離菌株やオランダでの分離菌株がそれぞれま

とまって類似ファージ型に所属していて，概括的にみて供試Ａｓａ肋o"加なのファージ型

はきわだった地理的な分布であることを報告している．また同一菌株であってもコロニー形

態の変化によってファージ型が変動する現象や，コロニー形態と病原性，ＬＰＳ含量，ファー

ジ感受性などの相互関係についても述べている．

著者らは1970年代から我国各地で分離されたＡｓａ加叩cjZj‘zを収集して，それらに対し

て特異的に感染するファージを各地の試水から分離してきた．それら宿主一ファージ系は分

離の時期や場所によって明らかな変遷が見られた．本報では，分離されたＡｓｚｚ伽o城』ぬ

一ファージのうち，まずヴイルレント・ファージ株の性状について報告する．

実験材料および方法

供試菌株本研究に供試した此ｍｍ０'zassa加伽c城zの菌株は，北海道大学水産学部微生

物学講座の木村喬久教授のところで収集されていた63株，第一製薬株式会社の井上進一氏の

ところで収集されていた56株，および「せつそう病研究会」の原武史氏の御世話により東京

都，北海道と新潟，長野，埼玉，山梨，岐阜，滋賀，群馬，高知の各県の水産試験場で分離

されていた96株，さらに標準菌株ATCC-14174，NCMB-632，NCMB-833，NCMB-834，

NCMB-1102，NCMB-1103，NCMB-2020の７株を加えて，総菌株数222株であった．これ

ら菌株の分離源はサケ，ヒメマス，マスノスケ，ヤマメ，アマゴ，ニジマス，ブラウントラ

ウト，イワナ,カワマスなど広範囲のサケ科魚類のせつそう病患部から分離されたものであっ

た．

ファージ分離試料前項の供試菌株を宿主菌とするファージの検索，分離試料は，鹿児島

県下の２つのニジマス養魚池と４つの湖沼と４つの河川および前項で掲げた各都道県水産試

験場の23のサケ科魚類養魚池それぞれから採取した水であった．

使用培地供試菌の培養，保存やファージの分離，増強，保存に使用した培地は肉汁培地

（NutrientBroth，ＮＢ)，肉汁寒天培地（NutrientAgar，ＮＡ)，軟肉汁寒天培地（SoftNut‐
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rientBroth，ＳＮＡ)，であった．ＮＢの組成は，ProteosepeptoneNo､３（Difco）１０９，Bact

beefextract（Difco）３９，ＮａＣｌ５ｇを純水１１に溶解したものであり，ｐＨは7.2～7.4に

調整した．ＮＡ，ＳＮＡはＮＢに粉末寒天をそれぞれ1.3％，０．５％濃度に加えて溶解し作成し

た．

ファージの検出と分離ファージの検出はSpENcER16)の集殖法に準じて行った．所定数

一系列の500ｍl容振鐙フラスコにそれぞれ150ｍlのＮＢを入れ，これらそれぞれに各Ａ、

sα伽olzjcjﾋﾒ‘z菌株のＮＢ１晩培養物５ｍlずつを20株分ずつまとめて接種し２～３時間振掲

培養した．次いでそれら培養物に供試水200ｍlずつを加え，振壷しながら２～３時間培養

した後，引き続き１晩静置培養してファージを集殖した．培養物は4,50ＯＧで30分間遠沈し，

上澄をミリポアー（ＨＡ，0.45川）でろ過した．ろ液は相応する供試菌の新鮮培養液を接

種した二重寒天平板上にスポットし，十分しみこませてｌ晩培養した．培養後スポット部分

に溶菌像出現の有無を観察して接種菌に対し感染能を持つファージの存否を検定した．この

操作における培養温度は28℃であった．このファージ検出試験において溶菌像がみられたも

のについては，その溶菌部分の一部を白金耳にてとり，標示菌の新鮮培養物に接種し28℃で

１晩培養して増強した．次いでその培養物は遠沈後ミリポアー（ＨＡ，0.45伽）でろ過し，

無菌のファージ増強液とした．このファージ液について，ADAMsl7)の二重寒天平板法に準

じて溶菌斑形成を試みた．この方法で形成された単離溶菌斑をとり，前述と同様にして再度

増強する．このように｢単一溶菌斑よりの増強……溶菌斑形成｣の過程を数回繰り返しファー

ジの単離と鑑別を行ったこのようにして単一溶菌斑から増強作成されたファージ増強液の

力価は108~９pfu/ｍｌであった．このファージ液は５～８℃で保存した．

フアージ定量法試料ファージ液中のファージの定量は，ADAMSの記載に準じ二重寒天

平板法による溶菌斑形成単位（plaqueformingunits，pfu）として滴定した．すなわち予め

ＮＢで適宜10n希釈を行ったファージ液に感受性菌新鮮培養物（l08cells/ｍｌ）を等量混じ，

28℃に５～10分間放置して宿主細胞にファージ粒子を吸着させる．その吸着液0.2ｍｌを予

め溶解し45℃に保温したｓＮＡ３ｍｌに注加し手早く混和した後，そのすべてをＮＡ平板（基

層平板）上に流込み重層する．重層寒天の固化するをまって28℃にて１晩培養した，この方

法で二重寒天平板上に形成された溶菌斑を計数しpfu/ｍｌを算出した．

フアージの一段増殖実験法標示菌をＮＢで１晩培養したもの0.5ｍlを4.5ｍlのＮＢに

移植しさらに２～３時間培養した．その新鮮培養物(108cells/ｍｌ)０．５ｍlとファージ液(106

pfu/ｍｌ）０．５ｍlとをＮＢ４ｍｌ中に加え混和し吸着管として28℃で20分間培養した．その
間にファージ粒子は宿主細胞に吸着される．２０分後その吸着管をＮＢで１／100に希釈して

ファージの吸着を停止した後，それを増殖管として引き続いて培養した．増殖管からは所定

時間毎に試料の一部を取り出し適宜希釈してファージ数を滴定し，放出ファージ数を算出し

た．別にファージ粒子の宿主細胞への吸着率を算出するため吸着20分間後の吸着管における

全ファージ数と未吸着ファージ数とを滴定した．すなわち吸着管を１／100に希釈した直後，

その一部をとり感染中心体数を滴定して全ファージ数とし，また他の一部について，その中

の未吸着ファージを分かつためにミリポアー（ＨＡ，0.45ﾉα、）を通し，そのろ過液につい

て遊離ファージ数を滴定した．こうして得られた吸着20分後の全ファージ数と遊離ファージ

数との差を吸着ファージ数とし，それの全ファージ数に対する百分率を吸着率とした．
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ファージ濃縮法ファージの濃縮法にはいろいろあるが本報では分別遠沈濃縮法を用いた．

すなわち常法で増強調整されたファージ液を低温高速遠沈（０℃，37,000Ｇ，９０分間）し，

分別したファージ粒子のペレットを少量の液に再懸濁した．懸濁のための液は懸濁液の用途

に応じて選択した．電顕標本作成に使う場合は１％酢酸アンモニウム水溶液に，免疫原とし

て使う場合には生理食塩水に懸濁した．この方法でファージ濃度を100倍位に濃縮できた．

電子顕微鏡観察ファージ濃厚懸濁液（１％酢酸アンモニウム水溶液に対し1010~'１pfu/ｍｌ）

を試料とし，リンタングステン酸による陰染色標本を作成した．すなわちファージ濃厚液を

２％リンタングステン酸水溶液（ＫＯＨでｐＨ７．２に調整）と等量混和し，それをコロジオ

ン膜でおおって炭素蒸着したシートメッシュ上に滴下し，３０～60秒後残余の試料液をろ紙で

適度に吸い取り乾燥させる．これを電子顕微鏡試料とし，日本電子製電子顕微鏡，JEM

100B型に挿入し，電顕実拡大60,000倍で観察した．

抗ファージ血清の作成免疫原は実験動物ウサギに接種した．供試ウサギは生後７ケ月の

雄で体重2.2k9位のものであった．これらの下腹部皮下に，免疫原として滅菌生理食塩水に

懸濁した濃縮ファージ液約３ｍlを接種した．注射は３～４日間隔で，１１～12回行った．免

疫が相当に進んだと思われる時期に全採血を行った．全採血は最後の免疫接種日から10～２２

日の間に行い，ウサギ耳翼静脈よりできるだけ多く採血した．

採血した血液は大形遠沈管に採り，斜面にして室温に放置し凝血させ，血清と血餅に分離

した．４時間ほどで血餅は収縮するが，この際スパーテルで血餅を切っておくと血清の収量

は上がる．冷蔵庫（５℃）で１晩保持した後，分離した血清をさらに3000rpm，２０分遠心

分離し，上清を抗ファージ血清として試験管に分注した．この血清を56℃，３０分間加熱して

非働化した．血清は非働化を行うだけに止め，防腐剤は加えずに使用した．

抗血清による中和試験抗ファージ血清にファージを加えて抗原抗体反応を行い，反応後

の生残ファージ数を測定し，抗ファージ血清のファージ中和率及び抗体価を算出した．

中和試験は37℃で予温した抗ファージ血清0.9ｍlにファージ液（108pfu/ｍｌ）を0.1ｍｌ

加え混合した後，３７℃で所定時間反応させた．反応後，液の0.1ｍｌを氷冷ＮＢ９．９ｍlに加

えてすばやく撹はんし，中和反応を停止させた．この液について生残ファージ数を測定した．

対照試験は中和反応系の中の抗ファージ血清に代えてＮＢを加え，同様に行った．測定結

果を以下の計算式に挿入して中和率（％）と中和反応速度恒数（Ｋ）を算出した．

中和率（％）＝（Ｐｏ－Ｐｔ）100/ＰＣ

Ｋ＝2.3×Ｄ/ｔ・ｌｏｇ・ＰＣ/Ｐｔ

但し，ＰＣは最初のファージ数，Ｐｔはｔ分後のファージ数を，Ｄは使用血清の希釈倍数

を表わす．またＫの式はファージの中和率が90％から99％の範囲にある場合にのみあては

まる．

実験結果

１．分離ファージの来源

Ａ・szz伽o7zjbjZjtz-ファージが分離された試水は，サケ科魚類の棲息あるいは養殖とは気候

的に縁がうすい鹿児島県下の河川水が多かった．それらは湖沼水よりも河川水，しかも上流
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渓谷の流水から多く分離された．各県から送付をうけた23の養魚池水のファージが分離され

たのは４つの試水であった．

２．宿主域

ファージの分離のため供試したＡ、ｓα加伽c物の大部分はそれぞれいくつかのファージ

の宿主菌としてそれらの分離をもたらした．全体として多数のヴイルレント・ファージと少

数のテンペレート・ファージが分離されたが，本報ではヴイルレント・ファージについて述

べる．それらは溶菌斑形態や宿主菌の溶菌パターンなどから見て類似するものが多く，６株

の代表ファージに整理された．それらはＴａｂｌｅｌに示されるように菌種内の宿主域が広く，

特にＡｓ､55‘は供試菌の大部分に感染した．

Table１．HostrangeofrepresentativephageｉｎｔｅｓｔｓｔｒａｉｎｓｏｆＡｅｍ"o7zassa伽o"icjZZ‘Z．

Phages
■ｰ‐ー‐一一一ーー一一一一ーーーー－－■

Lyticrate（％）

As､32＃Ａｓ､43＃Ａｓ､55‘Ａｓ､7ＭＡＳ､57ヅＡｓ､73‘

８６９１９２７９４３１０

３．溶菌斑形態

分離ファージの二重寒天平板法による溶菌斑はＦｉｇ．１に見られるような形態を現わした．

As､32‘は直径0.5～1.0mmの小さい透明な溶菌斑を形成した．Ａｓ,43＃は直径が3.0～4.0ｍｍ

の透明な溶菌斑であった．Ａｓ､５５＃は一般に直径2.0～2.5mmの透明な溶菌斑を形成した．

As､５７‘，Ａｓ,７３＃は混濁した溶菌斑を形成し，前者は直径1.0～1.5ｍで後者は直径1.5～

2.0mmの溶菌斑であった．またＡｓ､71‘の溶菌斑形態は，直径６～８mmの大きく透明なもの

で，他のものとは明らかに異なっていた．

４．粒子構造

分離ファージの粒子構造の電子顕微鏡写真をＦｉｇ．２に示した．

Ａｓ､32‘は外観やや偏長な六角形の大きい頭部(85×１４０，ｍ）と収縮性尾鞘を持つ尾部（５

×120ｎｍ）からなり，尾部の末端には基盤様構造や尾部糸などが見られた．Ａｓ､43‘と

As､55＃の粒子構造は類似しており，それらは共に外観六角形の頭部（径７０ｎｍ）と収縮性

尾鞘を持つ尾部（10×140ｎｍ）からなり，尾部の末端には数個のスパイク様構造をつけて

いた．Ａｓ､71‘は外観六角形の正多面体の頭部（径６０ｎｍ）に小さい尾部が観察されるのみ

の単純な構造であり，他のものとは明らかに違っていた．Ａｓ､57ウは外観六角形の正多面体

の頭部（径６５ｎｍ）と収縮性尾鞘を持つ尾部（５×１３０，ｍ）からなり，Ａｓ､73＃は外観六角

形の正多面体の頭部（径７５ｎｍ）と収縮性尾鞘を持つ頭部（15×１３０，ｍ）からなり，基本的

には同じ構造であるが頭部の大きさが少し異なっていた．

次いでこれら分離ファージの核酸をBRADLEY18''9)のアクリジンオレンジ核酸染色法に

よって同定したところ，これらファージの核酸は,すべて二本鎖のＤＮＡであることがわかっ

た．
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５．安定性

分離ファージについて，クロロホルム処理および50℃，３０分間加熱処理して生残ファージ

を計数し，それら条件下での安定性を比較検討した．その結果をＦｉｇ．３に示した．Ｆｉｇ．３

に示されるように，これらファージのなかにはこの条件の加熱によってある程度の失活が見

られるものがあった．すなわちＡｓ,32＃とＡｓ､57‘は生残ファージ数が５％に，Ａｓ､７１‘は

50％に減少し，他のものに比してやや熱に対して不安定であった．クロロホルム処理におい

てはＡｓ､71＃が15％程度に減少しているが，他のファージは全く減少せずクロロホルム処

理に対して耐性であった．両処理に対する耐性度合からＡｓ､43‘とＡｓ､55‘は類似性を示

した．またＡｓ､５７‘とＡｓ､７３‘は前の溶菌斑形態では同じグループに入れたが，耐性度合

が違うので区別した方がいいと思われる．

As､３２６

Ａｓ､４３６

Ａｓ、５５６

Ａｓ、７１６

Ａｓ､５７６

As､７３．

Survivalofphage（Ｌｏｇ・pfu/ｍｌ）

３ ４５６ ７

Ｆｉｇ．３． Stabilityof此７℃m07zasszz伽0城沈phagesheated50･Ｃｆｏｒ３０ｍｉｎ，andtreatedwith
chloroform・Theinitialconcentrationofthephagesuspensionsinnutrientbrothiｓａ

ｔｉｔｅｒｏｆｌＯｐｆｕ/ｍｌ．
｢~一一一一］ｈｅａｔｅｄａｔ５０ｏＣｆｏｒ３０ｍｉｎ．
■■■■■treatedwithchloroform

６．－段増殖曲線

分離ファージが宿主細胞内でどのような増強過程をたどるかを知るための一段増殖実験の

結果を一段増殖曲線として表わしＦｉｇ．４に示した．また各ファージの一段増殖曲線にみら

れる潜伏期，上昇期，平均放出量をＴａｂｌｅ２に表示した．
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Table２．One-stepgrowthcharacteristicsoｆＡｅ伽刀o7zasszz〃7zo7zjCjZjh-phages

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

－
一
一
一
一
一

＃
＃
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
５
１
７
３

３
４
５
７
５
７

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

それらに示されるように，Ａｓ､32＃は潜伏期40分，上昇期35分で，平均放出量が20と小さ

かった．Ａｓ､43＃とＡｓ､55‘は共に潜伏期30分，上昇期25分で平均放出量がそれぞれ170と

200と大きかった．Ａｓ､71‘は潜伏期22分，上昇期６分，平均放出量60であり,他に比較して

一段増殖のサイクルは速いが平均放出量はそれほど大きくなかった．Ａｓ､57＃とＡｓ､73‘は

潜伏期80分，上昇期40分と共に長く平均放出量が25～48と小さく増強しにくいものであった．

７．血清学的群別

各分離ファージを.免疫原として抗ファージ血清を作成した．まずそれら抗ファージ血清の

抗原ファージに対する中和率（％）と中和速度恒数（Ｋ）を測定し，その結果をＴａｂｌｅ３に

示した．表中に見られるようにＡｓ､32＃，Ａｓ,43＃，Ａｓ､55＃，As71‘それぞれの抗血清の

Ｋ－値は，いずれも高く，抗血清中に含まれる抗体の濃度と活性が高いことを示した．一方

As､57‘とＡｓ､73‘の抗血清のＫ値は低かった．

Table３．Kvalueofneutralizationwithantiserumtohomologousphage

０
０
０
０
０
０

５
０
０
５
５
５

７
５
５
２
２

／
／
／
／
／
／

１
１
１
１
１
１

Neutralizationcondition
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０
０
５
５
５
０

２
１
１
１
２

＊Ｋ＝2.３Ｄ/t×logPo/Ｐｔ

７
７
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３

次いで，Ｔａｂｌｅ３で示された血清希釈率と反応温度，時間の条件を用いて各ファージと各

抗ファージ血清相互の交叉中和滴定実験を行った．その結果をＴａｂｌｅ４に示した．この実

験は供試ファージ６株の血清学的類縁性を調べたものである．Ｔａｂｌｅ４より，Ａｓ､43‘とそ

の抗血清およびＡｓ､55ｊとその抗血清相互の中和率は互いに高く類似した値を示していた．

６
８
５
３
９
３

９
９
９
９
９
９

123

206

102

129

１２

３４
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０
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Table４．RatesofneiltralizationofAem"o"“sα伽o"j成勉z-phagesbyantisera

Antisera

Phages

As､32＃

Ａｓ,43＃

Ａｓ､55＃

As､71＃

Ａｓ､57＃

Ａｓ､７３＃

Serotype

Ａｓ､32ｊ－Ｓ

９６

０

０

０

０

０

Ｉ

％ofneutralizationwithantiserumtophage

As､43‘‐ＳＡＳ､５５ｊ－ＳＡｓ､７１ｊ－ＳＡｓ､５７‘－Ｓ

Ｏ ＯＯＯ

９８９４００

９８９５００

００９６０

０００９８

０００７３

Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

4９

As､７３ウーＳ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

７２

９３

Ｖ

また，Ａｓ､５７＃とその抗血清およびＡｓ､73＃とその抗血清相互の中和率にあっては，相同系

での中和率が93～98％であるのに対し異型系では72～73％とやや低い値を示して何らかの差

異を示した．その他のファージー抗ファージ血清ではそれぞれ相同系の反応においてのみ中

和がみられ，血清学的にはそれぞれ異なる型であることがわかった．以上の結果，血清学的

‘性状からＡｓ､43‘とＡｓ､55‘は１つの群，Ａｓ､57＃とＡｓ､73＃とは少しの違いであるがそれ

ぞれ１つずつの群とし，Ａｓ､32‘とＡｓ,71‘はそれぞれが単独の１つずつの群を形成してお

り，供試ファージ６株は５群に分けられた．そして，それらはＡｓ､32＃をＩ型，Ａｓ,43‘，

As､55‘をⅡ型，Ａｓ､71＃をⅢ型，Ａｓ,57‘をⅣ型およびＡｓ､73‘をＶ型と符号した．

考 察

本研究で分離し代表として選んで供試したＡ、szz加卿cjZ此ｚ－ファージ６株はすべてヴイ

ルレント・ファージであり，遺伝物質として二本鎖ＤＮＡをもつものであった.それらの

ファージ粒子構造は，Ａｓ､７１＃が頭部に短かな尾部をもつ構造であったが，他のファージは

頭部と収縮性尾鞘をつけた長い尾部とからなり，大腸菌一Ｔ偶数系ファージの構造に類す

るものであった．Ａｓ､71‘の粒子構造は他のものに比べて特徴的で，この形のものはPATERsoN

ら3)の記載には見られない．このＡｓ､71＃は粒子構造ばかりでなく，溶菌斑形態が透明で大

きく（Ｆｉｇ．１)，ファージ液の除菌処理として用いるクロロホルム処理や加熱処理に対して

不安定で（Ｆｉｇ．３)，一段増殖曲線の潜伏期，上昇期が短く，（Fig.４，Table２)，血清型が

単独である（Table４）ことなど，あらゆる性状で他のものと異なり特徴的であった．

供試ファージの溶菌斑形態についてみれば，Ａｓ､32‘，Ａｓ､43‘，Ａｓ､55‘，Ａｓ､71‘は透

明な溶菌斑を,Ａｓ､５７＃，Ａｓ､73＃は混濁した溶菌斑を形成し，それらの間に明らかな違い

が見られた．透明なものの相互間には大きさに差異があったが混濁なもの２株のそれは区別

し難い．供試ファージの安定性はＡｓ､71‘が不安定であることは前記した.その他のファー

ジはクロロホルム処理には耐えたが，加熱処理にはやや不安定なものがあり，その傾向は

ファージ粒子の頭部が大きいＡｓ､32‘やＡｓ,57‘にみられた.日高・藤村２０)，HIDAKA21)は海

洋性バクテリオファージの粒子構造とクロロホルム耐性および熱耐性との関係を報告してい
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る．つまりその粒子構造において収縮性の尾鞘をつけた尾部を持つファージの方がそうでな

いファージに比して両処理に対する耐性度合が強いとしているが，ここでもその傾向が認め

られた．

次に一段増殖曲線の性格から，透明な溶菌斑を形成するファージは一般に放出量が大きく，

混濁した溶菌斑を形成するものは放出量が小さい傾向にある．ただしＡｓ､71ｊは放出量が

それほど大きくないにもかかわらず非常に大きな透明溶菌斑を形成した．

ファージ粒子の大きさはそれ自身が培地中を拡散する度合を左右するので，一般に粒子が

小さいファージ程大きい溶菌斑を形成する傾向にあるといわれているが，ここでも透明な溶

菌斑を形成するものにおいては顕著にその傾向が現れている．しかし混濁した溶菌斑を形成

するものではいちがいに言えない．これは溶菌斑の大きさを決定するのが単にそれ自身の粒

子の大きさばかりでなく，そのファージの放出量とも関係するためであろう．ちなみに放出

量の大きいＡｓ､43＃とＡｓ､55＃が大きい溶菌斑を形成している．また一段増殖曲線と溶菌

斑形状との間の関連性が潜伏期にもみられる．すなわち混濁な溶菌斑を形成するものは透明

なそれらよりも潜伏期が長く平均放出量が小さいことから，それら自身増強しにくいことを

意味する．Ａｓ､71‘が大きい溶菌斑を形成することは，その一段増殖サイクルの潜伏期，上

昇期の短かさが重要な要因をなすと考えられる．

これらの‘性状検査の範囲内において，供試ファージのうちＡs､43‘とＡｓ､55＃は溶菌斑

形態がやや異なるが他の性状は類似しており，同じ群と見なしうる．一方，Ａｓ､５７＃と

As､73ｊ溶菌斑形態は似ているが，安定性などに違いがあり，両者は区別されるべきであろ

う．従って，Ａｓ､32‘，Ａｓ､55＃，Ａｓ､71ｊ，Ａｓ,57’，Ａｓ､73＃のそれぞれによって代表さ

れる５群に区別しうることがわかった．そのことはＴａｂｌｅ４に示した血清学的な型別とよ

く同調していて，総合的に見て確かな群別である．供試ファージは多数の分離ファージから

代表株として精選されたものであり，Ａ，”伽"jb城zのファージ型別のためのファージ・

セットの一部として有効に利用しうるものであると考える．

要 約

サケ科の魚類のせつそう病の原因菌であるAem””sszz伽o7zjcjﾋﾙzに感染性をもつヴイル

レント・ファージが本邦各地の養魚池，河川，湖沼の試水から分離され，その代表ファージ

６株について特性を明らかにした．ファージ粒子構造，溶菌斑形態，宿主域，安定性，一段

増殖曲線，血清学的性状などの知見により供試ファージを５群に区別した．各群ファージの

特性は概略次の通りであった．

Ｉ群のファージ：やや偏長な六角形の大きい頭部と収縮性尾鞘をつけた尾部からなる粒

子構造を構成し；小さくて透明な溶菌斑を形成し；加熱処理に対しやや不安定であり，一段

増殖の潜伏期が長く，平均放出量が小さい；そして，血清型Ｉである．Ⅱ群のファージ：

外観正六角形の頭部と収縮性尾鞘をつけた尾部からなる；径３～４mmの透明な溶菌斑；安定

であり；平均放出量大きく；そして血清型Ⅱである．Ⅲ群のファージ：外観正六角形の頭

部と小さな痕跡の尾部からなる；径６～８mmの大きく透明な溶菌斑；不安定であり；平均放

出量はそれほど大きくないが潜伏期は短く；そして血清型Ⅲである．この群は他に比して多
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くの性状で特徴的であった．Ⅳ群のファージ：外観正六角形のやや大きい頭部と収縮性尾

鞘をつけた尾部からなる；小さな混濁した溶菌斑；やや不安定であり；潜伏期長く，平均放

出量小さい；そして血清型Ⅳである．Ｖ群のファージ：外観正六角形の頭部と収縮性尾鞘

をつけた尾部からなる；小さく混濁した溶菌斑；安定であり；潜伏期長く，平均放出量小さ

い；そして血清型Ｖである針Ⅳ群とＶ群との性状の違いは安定性，血清型にみられるがその

差異は小さい．

これら各群の代表ファージはＡ、ｓα加伽cjZj‘zファージ型別のためのファージ・セットの

一部として有効に利用しうるものであると考える．
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